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明　石　　　現担当教員専門総合演習
「子どもと芸術Ⅰ」

科 目 名
単独担当形態

前期開講時期演習２単位単 位 数
授業形態特になし。テキスト

講義概要
■到達目標
　子どもの育みに、芸術が如何に関わり、繋がり行く何かで在り得るかを考察する。その大切な軸とし
て、子どもの無垢な心への発見、敬意を据え、保育と芸術の関わりの答えを導くための課題を、具体的
な芸術という体験の中で見つめ、発見し、その認識を持ち具体的方策を説明する事が出来ることを到達
目標とする。

■授業の概要
　本授業のテーマおよび概要は、子どもの育みへの芸術の関与であり、探求である。「福祉の音プロジェ
クト」（手話合唱）をはじめ、芸術が子どもの無垢なこころを引き出す力があるという視点から始め、音
楽、文学、映像等の芸術作品の鑑賞、考察を行い、個々の課題を設定する。

■授業計画
第１回　オリエンテーション　授業の方向性の確認
第２回　「子どもの無垢なこころ」とは何か　ディスカッション
第３回　文学を通して「子ども」を考える①
第４回　文学を通して「子ども」を考える②　
第５回　映像作品を通して「子ども」を考える③
第６回　文学を通して「福祉」を考える①
第７回　文学を通して「福祉」を考える②
第８回　映像作品を通して「福祉」を考える③
第９回　文学を通して「社会」を考える①
第１０回　文学を通して「社会」を考える②
第１１回　映像作品を通して「社会」を考える③
第１２回　「福祉の音プロジェクト」①（手話合唱）について
第１３回　「福祉の音プロジェクト」②
第１４回　「福祉の音プロジェクト」③
第１５回　「福祉の音プロジェクト」④・まとめ

■準備学習
・指示した課題・レポートを期限内に行うこと。
・事前学習等、円滑なグループワークの準備、自己練習に取り組むこと。

■評価方法
・授業への参加、取り組み姿勢　― ７０％
・小レポート作成　― ３０％
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